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いちよしSDGs通信VOl.37  『GX実現に向けた基本方針』が公表される

かつて脱炭素に向けた取り組みは、環境問題や気候変動への対策がクローズアップされてきました。ところが、昨

年2月に発生したロシアによるウクライナ侵略を契機に、資源が乏しい日本にとって脱炭素はエネルギーの安定供給

の実現においても欠かせないものとなりつつあります。

2月10日、日本政府は「GX（グリーン・トランスフォーメーション）実現に向けた基

本方針」を閣議決定しました。GXとは、環境問題や気候変動などを踏まえて、持

続可能な社会の実現を目指すために、企業や組織が取り組むべき変革のことを

言います。この方針では、脱炭素を通じた気候変動問題への対応に加え、エネル

ギー安定供給の確保、経済成長の3つを同時に実現するため、主に以下２点の取

り組みを進めることが決定されました。

■今後１０年間で１５０兆円超の投資が見込まれる 【関連する主なSDGs】

①エネルギー安定供給の確保に向け、徹底した省エネに加え、再生可能エネルギーや原子力発電などのエネルギー自給率の

向上に資する脱炭素電源への転換などGXに向けた脱炭素の取り組みを進めること。

②GXの実現に向け、「GX経済移行債」等を活用した大胆な先行投資支援、カーボンプライシングによるGX投資先行インセン

ティブ、新たな金融手法の活用などを含む「成長志向型カーボンプライシング構想」の実現・実行を行うこと。

この基本方針では水素・アンモニア、蓄電池、次世代自動車、住宅・建造物など具体的な22の産業における2050年までの

ロードマップが記載されています。例えば、水素・アンモニア分野では、水素・アンモニアそれぞれ300万トンの国内導入量に

向けて、今後10年間で7兆円を超える規模の投資を実施することが示されています。今後、企業はこのロードマップを参考に

自社の長期成長戦略を策定することになります。

加えて、温暖化ガス排出量に応じて化石燃料に価格を上乗せするカーボンプライシングの本格導入に向けた準備も必要です。

今まで温暖化ガスの排出量は企業の業績に具体的な影響を与えることはありませんでした。しかし、カーボンプライシング導

入後では温暖化ガスの排出は事業活動を行う際のコストとなります。

このように企業における脱炭素への取り組みは、成長機会創出とコスト増を防ぐ事業リスク低減の両面があります。今後株式

市場において双方に取り組む企業は注目度が一層高まることが期待されます。




